
国名

主要な言語  [1]

総人口（人）[1]

15歳未満人口割合(%)  [1]

65歳以上人口割合(%) [1]

平均寿命（歳）[1]

5歳未満児死亡率（出生千対）[2]

妊産婦死亡率（出生10万対）[1]

中等教育就学率（%）[3] 男性 100% 女性 100%

主要な死因 [4]

主要な民族

主要な宗教

日本在留外国人構成比
[5]

文化社会的特徴

1．特徴的な価値観・行動

2．重要な意思決定にあ
たって留意すること

3.　食文化

4.　衛生に関する価値観

5．受療および病人のケア
に関する価値観・行動

6．妊娠・出産に関する価
値観・行動

7．育児に関する価値観・
行動

8．高齢者に関する価値
観・行動

9．終末期・葬儀に関する
価値観・行動

10．本国の医療職・医療
サービスに関する特徴

11．その他の保健医療に関
する特徴

12. 教育制度 [3]

頭に触れることを男女問わず嫌う。特に男性の頭。触れるときは言ってから触れると良い。

モンゴル（Mongolia)

モンゴル語95%(公用語）、カザフ語

人口学的データ 3,103,428　（2018）

27 (2018)

4.4 (2018)

70.2 (2018)

17.2（2017）

44（2015）

1位　心疾患

2位　悪性新生物

3位　事故、交通事故、食中毒　（アルコール中毒等）

4位　消化器官疾患

5位　呼吸器系疾患

ハルハ95%、カザフ

チベット仏教

10,057人（0.38%）（2018年6月）（法務省、在留外国人統計）

重大な物事ほど、家族で話し合って決める。一人で決めることは少ない。

昔、魚を食べることはタブーとされていたため、高齢者である場合、事前に聞くこ
とをすすめる。

子どもの分まで、よく食べ、よく寝るべきとされている。人と喧嘩したり、血を見たりすることは
お腹の子供に悪いとされおり、避けるべき。45日間体を休ませることに専念し、冷たい水に触
れてはいけない。

「1から5歳の間はよく甘えさせ、5から12歳まではよく学ばせ、12歳から17歳までは
自立のために家事をさせよ。18歳からは友のように接しよ」と言うように言われて
いる。

家族と一緒に暮らすことを望み、孫の面倒を見たり、育児を手伝うことに誇りを持っている。

本人に言うことがあるが、高齢者や18歳以下の場合は家族に伝える。近年、火葬が
導入されたが、土葬が主流である。

小学校：　6年

中学校：　3年

高等学校：3年　（高校までの間、飛び級することがある）

大学：　　4年



13. その他の特徴
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